
書　

評

　

本
稿
は
、
本
年
に
刊
行
さ
れ
た
高
橋
裕
文
氏
の
論
文
集
『
中
世
東
国
の
村
落
形
成

―
中
世
前
期
常
陸
国
を
中
心
に
―
』
に
つ
い
て
評
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

私
が
本
誌
に
投
稿
し
た
論
文
「
中
世
村
落
に
お
け
る
小
領
主
と
宮
座
―
畿
内
・
南

九
州
及
び
東
国
の
事
例
か
ら
―
」（
以
下
、
拙
論
と
呼
ぶ
）
を
脱
稿
し
た
直
後
、
高

橋
氏
よ
り
本
書
を
ご
恵
与
い
た
だ
い
た
。

　

高
橋
氏
が
「
ま
え
が
き
」
で
触
れ
て
お
ら
れ
る
鶴
岡
八
幡
宮
領
武
蔵
国
佐
々
目
郷
。

私
も
四
〇
年
ほ
ど
前
の
院
生
時
代
、
東
京
都
立
大
学
峰
岸
純
夫
ゼ
ミ
の
ニ
セ
学
生
と

し
て
「
鶴
岡
事
書
日
記
」
を
読
み
、
佐
々
目
郷
張
本
百
姓
た
ち
の
め
ざ
ま
し
い
働
き

に
感
動
し
た
。
そ
し
て
彼
ら
の
活
動
か
ら
、
東
国
に
も
惣
村
の
よ
う
な
組
織
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
強
く
夢
想
し
た
覚
え
が
あ
る
。

　

し
か
し
東
国
は
、
村
落
に
関
す
る
古
文
書
が
極
端
に
少
な
い
。
私
は
、
史
料
を
読

み
な
が
ら
考
え
を
組
み
立
て
る
タ
イ
プ
の
研
究
者
で
あ
る
。
史
料
の
絶
対
的
な
不
足

を
乗
り
越
え
、
理
論
を
専
ら
駆
使
し
て
歴
史
像
を
構
築
す
る
能
力
を
、
残
念
な
が
ら

持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
私
は
ま
ず
、
史
料
が
豊
富
な
畿
内
近
国
の
村
落
か

ら
研
究
を
始
め
た
。

　

そ
れ
か
ら
四
〇
年
ほ
ど
経
っ
た
今
日
、
薩
摩
国
甑
島
の
宮
座
文
書
を
分
析
し
た
こ

と
で
、
よ
う
や
く
東
国
の
村
落
に
つ
い
て
も
多
少
言
及
す
る
勇
気
が
出
て
き
た
。
そ

れ
が
、
拙
論
な
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
拙
論
で
も
、
東
国
村
落
に
関
す
る
オ
リ
ジ
ナ

ル
な
史
料
分
析
は
行
っ
て
い
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
私
は
い
ま
だ
に
、
東
国
の
村

落
研
究
に
関
し
て
初
学
者
の
ま
ま
で
あ
る
。
本
稿
は
、
そ
の
よ
う
な
私
が
高
橋
氏
の

論
文
集
を
読
ん
で
得
た
感
想
を
記
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
を
ご

理
解
の
上
、
本
稿
を
お
読
み
い
た
だ
け
れ
ば
、
幸
い
で
あ
る
。

　
　

ま
ず
は
、
東
国
村
落
と
い
う
難
問
に
対
し
て
果
敢
に
挑
戦
さ
れ
た
高
橋
氏
に
敬

意
を
表
し
た
い
。

　

高
橋
氏
が
第
一
章
「
は
じ
め
に
」
で
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
東
国
の
中
世
村
落

の
実
態
に
関
す
る
研
究
は
皆
無
に
等
し
い
。
た
だ
同
氏
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
も
の

の
、
高
牧
實
氏
に
よ
る
相
模
国
篠
窪
の
百
姓
中
座
敷
に
関
す
る
研
究
が
あ
る
（
１
）。

そ
れ
に
よ
る
と
、
篠
窪
の
百
姓
中
座
敷
は
小
領
主
に
統
率
さ
れ
た
「
お
と
な
百
姓
」

た
ち
だ
け
の
宮
座
で
あ
っ
た
（
こ
れ
を
便
宜
、「
お
と
な
中
宮
座
」
と
呼
ぶ
）。
こ
れ

は
、
畿
内
近
国
の
臈ろ

う

次じ

成じ
よ
う

功ご
う

制
宮
座
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
臈
次
成
功

制
宮
座
と
は
、
畿
内
近
国
の
惣
村
の
基
盤
と
な
る
も
の
で
、
宮
座
構
成
員
が
村
の
成

功
勤
仕
に
よ
り
臈
次
階
梯
を
登
っ
て
古
老
（
乙お

と

名な

・
年
寄
衆
）
と
な
っ
て
い
く
祭
祀

組
織
で
あ
る
（
２
）。

東
国
の
宮
座
、
少
な
く
と
も
相
模
国
篠
窪
の
お
と
な
百
姓
宮
座

が
畿
内
近
国
の
臈
次
成
功
制
宮
座
と
は
異
な
る
と
い
う
点
は
、
あ
ら
か
じ
め
し
っ
か

り
と
認
識
し
て
お
き
た
い
。

　
　

ま
ず
、
本
書
の
構
成
と
初
出
年
を
示
し
て
お
く
。

高
橋
裕
文
『
中
世
東
国
の
村
落
形
成

　
　
　
　
　
　
　
　― 

中
世
前
期
常
陸
国
を
中
心
に 

―
』

薗　

部　

寿　

樹
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ま
え
が
き

第
一
章　

官
務
家
領
常
陸
国
吉
田
社
領
に
お
け
る
沙
汰
人
・
住
人
の
動
向
―
平
安
・

鎌
倉
期
東
国
の
村
落
形
成
に
つ
い
て
―
（
初
出
二
〇
一
九
年
）

第
二
章　

鎌
倉
期
東
国
に
お
け
る
地
頭
支
配
と
郷
村
の
動
向
―
常
陸
国
真
壁
郡
竹　

来
・
亀
熊
・
長
岡
郷
を
中
心
に
―
（
初
出
二
〇
一
九
年
）

第
三
章　

中
世
前
期
東
国
の
村
落
構
造
と
村
役
所
の
機
能
―
鹿
島
神
宮
文
書
「
大　

賀
村
検
注
取
帳
副
日
記
」
の
分
析
を
通
し
て
―
（
初
出
二
〇
一
二
年
）

第
四
章　

常
陸
国
信
太
荘
の
在
地
支
配
と
惣
荘
的
結
合
―
中
世
前
・
後
期
を
通
じ　

た
荘
園
的
枠
組
み
の
存
続
―
（
初
出
二
〇
一
七
年
）

終　

章　

中
世
東
国
に
お
け
る
惣
郷
＝
郷
村
結
合
に
つ
い
て
（
新
稿
）

あ
と
が
き

　

本
書
に
お
け
る
高
橋
氏
の
議
論
は
荘
郷
の
伝
領
関
係
な
ど
多
岐
に
渡
る
が
、
本
稿

で
は
村
落
関
係
に
絞
っ
て
論
じ
る
。
ま
た
各
章
の
要
約
も
省
略
す
る
。

　
　

第
一
章
で
は
、
吉
田
郡
吉
田
社
領
を
扱
う
。
吉
田
社
領
は
沙
汰
人
で
殿
原
（
＝

地
侍
身
分
）
の
臼
根
三
郎
入
道
が
社
領
全
体
を
代
表
し
て
い
た
（
二
四
頁
）。
ま
た

「
住
人
百
姓
等
」
と
い
う
史
料
上
の
記
載
か
ら
、
住
人
は
百
姓
の
上
に
位
置
し
て
お

り
郷
を
代
表
す
る
存
在
だ
と
指
摘
し
て
い
る
（
二
五
頁
）。
そ
の
う
え
で
「
惣
郷
例
」

を
手
が
か
り
に
、
一
三
世
紀
中
頃
に
は
住
人
・
百
姓
に
よ
る
村
落
結
合
が
形
成
し
、

一
四
世
紀
前
半
に
は
惣
郷
が
吉
田
社
領
の
郷
村
連
合
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
る
と
指

摘
し
て
い
る
（
三
六
頁
）。

　
　

高
橋
氏
は
「
惣
郷
は
郷
村
連
合
だ
」
と
し
て
、
そ
の
典
拠
と
し
て
小
山
靖
憲
氏

の
論
文
を
あ
げ
て
い
る
（
３
）。

こ
の
小
山
論
文
は
、
陸
奥
国
骨
寺
、
伊
賀
国
名
張
郡
、

播
磨
国
久
富
保
、
中
世
後
期
の
山
城
国
惣
郷
な
ど
、
村
落
の
地
域
差
を
無
視
し
た
キ

メ
ラ
的
な
論
考
で
、
極
め
て
問
題
が
多
い
。

　

高
橋
氏
は
、
こ
の
小
山
論
文
中
の
中
世
後
期
惣
郷
の
事
例
を
論
拠
と
し
た
よ
う
だ

が
、こ
れ
は
も
と
も
と
山
城
国
の
事
例
で
あ
る
（
４
）。

た
ん
に
「
惣
郷
」
と
い
う
「
史

料
用
語
」
の
解
釈
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
引
用
に
問
題
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
こ
こ
に
お
け
る｢

惣
郷｣

は
明
ら
か
に
山
城
国
を
事
例
と
し
た
「
研
究
用

語
」
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
畿
内
近
国
の
惣
村
を
基
盤
と
し
た
村
落
連
合
」
と
い
う

ニ
ュ
ア
ン
ス
が
明
確
に
込
め
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の｢

惣
郷｣

と
い
う
研
究
用

語
を
他
の
地
域
の
史
料
に
出
て
く
る｢

惣
郷｣

と
い
う
言
葉
に
安
易
に
あ
て
は
め
て

理
解
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
危
険
な
行
為
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
小
山
氏
自
身
、
こ
の｢

惣
郷｣

を
そ
の
ま
ま
常
陸
国
真
壁
郡
の
分
析
に

用
い
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
惣
郷
と
い
う
言
葉
の
共
通
性
の
み
が
論
じ
ら
れ
て
い
る

だ
け
で
、
そ
の
惣
郷
の
内
部
構
造
や
そ
の
基
底
と
な
っ
て
い
る
惣
村
や
郷
村
の
内
部

構
造
を
小
山
氏
は
全
く
無
視
し
て
い
る
。
そ
し
て
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
研
究

用
語｢

惣
郷｣

を
そ
の
ま
ま
常
陸
国
の
事
例
に
あ
て
は
め
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
高

橋
氏
の
論
法
も
、
極
め
て
危
険
な
行
為
だ
と
い
え
よ
う
。

　
　

ま
た
「
一
三
世
紀
中
葉
に
は
住
人
・
百
姓
に
よ
る
村
落
結
合
が
形
成
し
た
」
と

い
う
高
橋
氏
の
指
摘
に
つ
い
て
も
、
問
題
が
あ
る
。
こ
の
章
の
ど
こ
に
も
、
こ
の
時

期
の
吉
田
社
領
に
お
け
る
村
落
結
合
の
形
成
を
示
す
史
料
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
こ
の
直
前
に
拙
著
の
議
論
が
援
用
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る

（
５
）。

拙
著
で
私
は
、一
三
世
紀
中
頃
の
畿
内
近
国
に
お
け
る
惣
村
の
形
成
を
論
じ
た
。

高
橋
氏
は
、
一
三
世
紀
前
半
の
検
注
帳
で
名
主
・
百
姓
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
る
こ

と
を
前
振
り
し
て
、
拙
著
の
議
論
を
援
用
す
る
形
で
一
三
世
紀
中
葉
の
村
落
結
合
の

形
成
を
論
じ
た
か
の
よ
う
に
、
文
脈
上
、
読
め
て
し
ま
う
。
私
は
、
こ
の
点
を
危
惧

し
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
拙
著
の
当
該
箇
所
で
は
畿
内
近
国
村
落
に
関
し
て
の
み
議
論

し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
東
国
村
落
に
つ
い
て
は
一
言
も
言
及
し
て
い
な
い
。
し
た

が
っ
て
拙
著
の
当
該
箇
所
は
、
常
陸
国
に
お
け
る
一
三
世
紀
中
頃
の
住
人
・
百
姓
に

よ
る
村
落
結
合
形
成
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
な
論
拠
も
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。
こ

の
点
を
重
ね
て
明
確
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
　

第
二
章
は
、
真
壁
郡
の
竹
来
郷
・
熊
亀
郷
・
長
岡
郷
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

ま
ず
四
人
の
平
民
名
主
が
竹
来
郷
の
代
表
で
は
な
い
か
と
い
う
興
味
深
い
指
摘
を
し
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て
い
る
。
前
述
し
た
高
牧
氏
に
よ
る
篠
窪
百
姓
中
座
敷
の
研
究
を
参
照
す
れ
ば
、
こ

の
四
人
の
平
民
名
主
そ
の
も
の
が
郷
の
基
本
的
構
成
員
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

あ
る
い
は
篠
窪
の
お
と
な
中
宮
座
の
よ
う
に
、「
四
人
名
主
中
宮
座
」
の
よ
う
な
存

在
を
想
定
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
は
、
東
国
村
落
の
実
態

に
一
歩
踏
み
込
ん
だ
重
要
な
指
摘
だ
と
思
う
。

　

つ
い
で
長
岡
郷
に
山
野
用
益
権
や
用
水
管
理
権
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ

の
う
え
で
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』第
八
巻｢

惣｣

の
項
目
を
引
用
し
て
、長
岡
郷
が「
南

北
朝
以
降
、
名
主
層
か
ら
選
ば
れ
た
乙
名
・
年
寄
を
中
心
と
し
た
村
落
共
同
体
」
で

あ
っ
た
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
『
日
本
国
語
大
辞
典
』「
惣
」
の
項
目
は
明
ら
か
に
畿
内
近
国
の

惣
村
に
関
す
る
記
述
で
あ
り
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
長
岡
郷
に
適
用
す
る
こ
と
は
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、
極
め
て
不
適
切
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
議
論
は
、
歴
史
学
の
基
礎

と
な
る
実
証
と
は
ほ
ど
遠
い
、
空
論
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
嘉
暦
二
年
（
一
三
二
七
）
鎌
倉
幕
府
連
署
召
符
案
（
長
岡
文
書
三
号
）
を
引

用
し
て
、
百
姓
皆
口
弥
太
郎
が
古
老
百
姓
と
し
て
村
落
集
団
を
率
い
て
刈
田
狼
藉
を

し
た
と
論
じ
て
い
る
（
六
六
頁
）。
と
こ
ろ
が
こ
の
文
書
は
、
宛
所
の
「
長
岡
郷
一

分
領
主
伊
予
阿
闍
梨
御
房
」
に
対
し
て
、「
百
姓
皆
口
弥
太
郎
□
□
同
等
」
を
連
れ

て
、裁
判
の
場
に
出
頭
し
て
陳
述
せ
よ
と
命
じ
た
鎌
倉
幕
府
の
「
召
符
」（
召
集
令
状
）

な
の
で
あ
る
。

　

欠
字
が
多
く
て
断
定
は
で
き
な
い
が
、事
書
に
あ
る｢

孫
太
郎
友
平
・
妻
平
氏
（
女

ヵ
）｣

の
土
地
を
刈
田
狼
藉
さ
せ
た
の
は
、「
長
岡
郷
一
分
領
主
伊
予
阿
闍
梨
御
房
」

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
伊
予
阿
闍
梨
御
房
の
命
令
に
従
っ
て
刈
田
狼
藉
を
し
た

実
行
犯
が
、
百
姓
皆
口
弥
太
郎
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
刈
田
狼
藉
の
主
体
は
あ
く
ま

で
伊
予
阿
闍
梨
御
房
で
あ
り
、
百
姓
皆
口
弥
太
郎
は
そ
の
命
令
に
従
っ
た
に
過
ぎ
な

い
。
高
橋
氏
は
、
長
岡
郷
と
南
小
幡
郷
（
下
小
幡
）
と
の
境
界
相
論
に
よ
る
刈
田
狼

藉
だ
と
す
る
が
、
仮
に
そ
う
だ
と
し
て
も
説
明
が
決
定
的
に
欠
如
し
て
い
る
。
孫
太

郎
友
平
・
妻
平
氏
女
は
、
南
小
幡
郷
の
領
主
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　

第
三
章
で
は
、
行
方
郡
大
賀
村
を
議
論
し
て
い
る
。
大
賀
村
は
、
三
人
の
名
主
、

一
〇
人
の
お
と
な
百
姓
及
び
百
姓
、小
百
姓
（
散
田
作
人
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

祭
祀
組
織
は
三
人
の
名
主
に
独
占
さ
れ
、
お
と
な
百
姓
は
そ
れ
に
従
属
す
る
立
場
に

あ
っ
た
。
ま
た
祢
宜
は
、
お
と
な
百
姓
か
ら
選
ば
れ
た
と
推
測
し
て
い
る
。
三
人
名

主
に
お
と
な
百
姓
が
従
属
さ
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
、「
三
人
名
主
中
宮
座
」

の
よ
う
な
祭
祀
組
織
を
想
定
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
重
要
な
指

摘
で
あ
ろ
う
。

　
　

第
四
章
で
は
、
信
太
郡
信
太
荘
を
扱
う
。
信
太
荘
で
は
木
原
社
と
竹
来
社
の
二

社
が
惣
荘
鎮
守
社
で
あ
り
、
そ
の
下
に
上
条
・
下
条
そ
れ
ぞ
れ
諸
郷
の
寺
社
供
僧
寺

が
祈
祷
衆
と
な
り
、
そ
の
祈
祷
に
土
豪
が
衆
徒
、
お
と
な
が
旦
那
と
し
て
参
列
し
て

い
る
と
指
摘
す
る
（
一
四
〇
～
一
四
一
頁
）。
興
味
深
い
指
摘
だ
が
、
そ
の
史
料
的

根
拠
は
不
明
で
あ
る
。

　
　

終
章
で
は
、
中
世
東
国
に
お
け
る
惣
郷
（
＝
郷
村
結
合
）
に
つ
い
て
ま
と
め
て

い
る
。
東
国
の
惣
郷
と
い
い
な
が
ら
、
美
濃
国
大
井
荘
を
南
北
朝
・
室
町
期
の
惣
郷

の
事
例
と
し
て
言
及
し
て
い
る
。
東
国
村
落
に
関
し
て
総
括
す
る
終
章
で
、
史
料
を

引
用
し
て
ま
で
美
濃
国
の
事
例
に
言
及
す
る
意
味
が
私
に
は
全
く
理
解
で
き
な
い

（
一
六
五
～
一
六
七
頁
）。

　

ま
た
武
蔵
国
佐
々
目
郷
の
事
例
を
あ
げ
て
、
惣
郷
の
指
導
者
は
お
と
な
百
姓
で
あ

る
と
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
第
二
章
と
第
三
章
で
取
り
あ
げ
て
き
た

名
主
に
つ
い
て
は
全
く
言
及
が
な
い
。
こ
の
こ
と
を
私
は
不
思
議
に
思
う
。

　
　

高
橋
氏
は
、
数
多
く
の
研
究
書
や
論
文
を
援
用
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら

に
基
づ
く
支
配
関
係
に
関
す
る
記
述
が
圧
倒
的
に
多
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
に
比
べ

て
肝
腎
の
村
落
や
村
落
構
造
に
関
す
る
言
及
は
、
質
量
共
に
少
な
い
。
論
文
集
の
表

題
が
「
村
落
の
形
成
」
な
の
に
、
こ
れ
で
は
寂
し
い
限
り
で
あ
る

　

ま
た
村
落
に
関
す
る
指
摘
に
対
し
て
、
そ
の
史
料
的
根
拠
や
説
明
が
十
分
に
示
さ

れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
は
、
こ
の
論
文
集
の
最
も
致
命
的
な
欠
陥
で
あ
る
。

　

高
橋
氏
は
今
後
、
中
世
後
期
、
中
近
世
移
行
期
と
、
東
国
村
落
の
研
究
を
重
ね
て
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い
か
れ
る
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
折
に
は
是
非
、
他
地
域
の
村
落
に
関
す
る
研
究
結
果

を
安
易
に
取
り
込
む
の
で
は
な
く
、
真
摯
に
東
国
の
村
落
史
料
と
向
き
合
い
、
そ
こ

か
ら
得
ら
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
情
報
で
議
論
を
積
み
重
ね
ら
れ
る
よ
う
、
お
願
い
し

た
い
。

注（
１
）　

高
牧
實
『
宮
座
と
村
落
の
史
的
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
、
第

三
部
第
八
章
関
東
に
お
け
る
草
分
百
姓
の
座
居
と
宮
座
）。
な
お
、
拙
論
も　

こ

の
宮
座
に
つ
い
て
言
及
し
た
。

（
２
）　

薗
部
『
中
世
村
落
と
名
主
座
の
研
究
―
村
落
内
身
分
の
地
域
分
布
―
』（
高

志
書
院
、
二
〇
一
一
年
）
な
ど
。

（
３
）　

小
山
靖
憲
『
中
世
村
落
と
荘
園
絵
図
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
七
年
、

第
五
章
初
期
中
世
村
落
の
構
造
と
役
割
、
初
出
一
九
七
〇
年
）。

（
４
）　

前
掲
注
（
３
）
小
山
著
書
一
七
二
～
一
七
四
頁
。

（
５
）　

薗
部
『
日
本
の
村
と
宮
座
』（
高
志
書
院
、
二
〇
一
〇
年
、
三
五
頁
）。
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